
事業概要票
      事例ＮＯ．２９（平成１７年度発表）

事　業　名 　担い手育成基盤整備事業　「真崎」地区

事業担当機関 　仙北地域振興局  仙北平野農村整備事務所

事業期間 　平成１２年度～平成１７年度

実施場所 　仙北市田沢湖卒田

全体事業費 　５８１百万円

工事概要 　区画整理工　Ａ＝３７．１ｈａ

４．　施工の影響を最小限にするため、魚類の引越し作戦及び現況底土の移植を実施した。

１．　施工後のモニタリング調査の結果、各水路においてイバラトミヨ雄物型の個体数及び営巣数の増加が確認され、他の

　　　魚類も確認された。また、植生の回復も良好である。

２．　事業実施後は、地元水利組合及び地元NPO団体により年2回の維持管理（草刈り、泥上げ）がなされているほか、先

　　　進地研修を行うなど地元受益者の環境への関心が高まりつつある。

 

　　ネットワークの維持･･･魚類の遊泳力を考慮し流速を抑えるため緩勾配とする。落差を10cm程度とする。

①自然石護岸水路（用水路）

　　自然石護岸・・・多孔質な環境の創出。底質土の現況利用。→植生の回復

施
工
後

の
状
況

２．　現況調査の結果、地区内水路のうち6路線を、それぞれの水路機能に合わせた３種の工法①自然石護岸水路、②底穴

３．　周囲の景観に調和させるため、水路護岸を擬石ブロック、転落防止柵に木柵を採用した。

　　　開き排水フリューム、③擬石護岸＋粗朶柵水路で施工した。

事
業
概
要 事業の目的

１．　現況湧泉とネットワークを維持するため勾配や落差に配慮した。

○ほ場の大区画化を図り、生産性の向上による低コスト化を推進
○農道の適正配置と所定幅員の確保による機械化営農の効率化
○用排水路分離による農業用水の安定確保と排水条件の改善、水管理の省力化、維持管理費の節減
○暗渠排水による水田の汎用化を促進し、輪作体系の確立と多様な作物の産地づくり
○地域を担う経営体への農地の利用集積を図り、経営基盤を強化

　現況調査に基づき、保全対象種を魚類ではイバラトミヨ雄物型（秋田県ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸﾘｽﾄ絶滅危惧種ⅠＡ類）、植物ではミ
クリ、バイカモとし、「生態系保全対策検討協議会」で学識経験者等と協議しながら生態系に配慮した事業を実施した。環

境
配
慮
の
内
容

JR田沢湖線
JR神代駅

図面、写真、説明

希少種の保護、景観配慮

事例キーワード

１．現況湧泉とのネットワークの維持

水路概要図

イバラトミヨ雄物型

イバラトミヨ雄物型の営巣状況

標準断面図

施工後状況 所々に置き石をすること
により、淀みや瀬を形成
する。

イバラトミヨ雄物型は水生植物の根や茎に営巣する習性がある。

底穴開き排水フリューム
（排水路）

２． 水路機能に合わせた工法の採用

底穴開き排水フリューム
（排水路）

擬石護岸+粗朶柵水路
（用排兼用水路）

湧泉

現況水路を利用

自然石護岸水路
（用水路）
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②底穴開き排水フリューム（排水路）

　　上流部・・・地下水涵養水路→下流部の湧水源

　　下流部・・・地下水流入→渇水期の水量確保及び現況底質土移植による植生促進。

　　　　　　　　1ランク大きい排水フリュームを用いることで、プールを形成。

③擬石護岸+粗朶柵水路（用排兼用水路）

　　粗朶柵部（通常時）・・・多孔質な環境の創出。底質土の現況利用。→植生の回復

　　擬石護岸部（洪水時）・・・洪水時の法面保護及び景観への配慮。

周辺の景観との調和・・・擬石ブロックの採用

　　　　　　　　　　　　転落防止柵への木柵の採用

図面、写真、説明

標準断面図

標準断面図

施工後状況

施工後状況

４．地域住民参加による事業の実施

３． 景観への配慮

事業実施後の維持管理には、受益者だけで
なく地元NPO団体も参加している。

地元小学生による魚類引越し作戦
及び学識経験者による勉強会の様子


